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第１０１回国有財産東北地方審議会 

議  事  録 

 

〔審議会日程〕 

 開催日時    平成２６年１０月１０日（金） 

         午後２時００分～午後２時３７分 

 開催場所    東北財務局第一会議室 

 

〔１．開  会〕 

 

○鈴木管財総括第一課長 

 本日は、大変お忙しい中、御出席をいただきまして、まことにありがとうございます。 

 開会に先立ちまして、本日の日程確認をさせていただきます。本日は諮問事項が１件

でございます。 

 委員の皆様には、御発言いただく際には、マイクの緑色の部分を押してから御発言い

ただきますようお願いいたします。 

 それでは、定刻前ではございますが、皆さんお揃いになりましたので、ただいまから

第１０１回国有財産東北地方審議会を開催させていただきます。 

 私は管財総括第一課長の鈴木でございます。本日の進行役を務めさせていただきます。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 皆様のお手元に五十音順の委員名簿をお配りしてございますが、本日は４名の方が御

都合により欠席され、御出席いただきました委員は、総数１２名のうち８名でございま

す。国有財産法施行令第６条の８に基づく会議の成立要件でございます半数以上の出席

をいただいておりますので、当審議会は有効に成立しましたことを御報告いたします。  

 

〔２．会長挨拶〕 

 

○鈴木管財総括第一課長 

 それでは、初めに会長の御挨拶をいただきまして、その後の会議の運営は会長にお願

いしたいと存じます。 

 氏家会長、よろしくお願いいたします。 

 

○氏家会長 

 それでは、皆様、大変お忙しい中、こうして御出席をいただきまして、まことにあり

がとうございます。 

 この国有財産東北地方審議会でありますけれども、東北財務局長の諮問を受けまして、

国民共有の財産であります国有財産をいかに有効かつ効率的に活用していくかというこ

とを審議する大変重要な会議でございます。 

 本日の審議事項でありますが、国有財産を仙台市に対し、保育所用地として時価売払

することについての１件でございます。 
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 本審議会の使命を果たすために、皆様の御協力をいただきながら円滑な運営に努めて

まいりたいと思いますので、委員の皆様におかれましてはこれまでと同様、活発な御議

論を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

〔３．東北財務局長挨拶〕 

 

○氏家会長 

 それでは、審議に先立ちまして、榎本財務局長からの御挨拶をお願いいたします。 

 

○榎本財務局長 

 東北財務局長の榎本でございます。よろしくお願いします。 

 本日は委員の皆様方には大変お忙しいところ御出席いただきまして、ありがとうござ

います。また、日ごろから国有財産行政のみならず、財務行政全般にわたりまして格別

な御理解、御協力を賜っておりますことをこの席をお借りいたしまして厚く御礼を申し

上げます。 

 東日本大震災から３年７カ月が経過しようとしておりますけれども、我々東北財務局

では国有財産を初めとして財政あるいは金融を通じまして、東北地域の復興に向けて全

力で取り組んでいるところでございます。 

 本日御審議をお願いします事項は、先ほど会長の御挨拶にもありましたとおり、仙台

市に保育所用地として時価売払する事案１件でございますので、御審議のほどよろしく

お願いいたします。 

 ここで、最近の国有財産をめぐる行政につきまして、若干お話をさせていただきます。

先般６月に閣議決定されました骨太方針におきまして、地域における公的施設につきま

して国と地方公共団体が連携し、国公有財産の最適利用を図るという記述がございます。

財務省といたしましては、これを踏まえまして、国交省、総務省あるいは自治体等と連

携して中長期的な観点から、例えば合築による施設の集約化、あるいは公的施設の最適

利用、我々エリアマネジメントと呼んでございますけれども、こうした施設の最適利用

に取り組むこととしております。 

 財務局は早速、本局と各県の財務事務所に地方公共団体との連絡の窓口を設置いたし

ましたほか、東北地方整備局、宮城県あるいは仙台市との間でも国公有財産の最適利用

について話し合う場を設けるための協議を進めております。 

 最後に、今後とも委員の皆様からの御指導、御支援を賜りますようお願いいたしまし

て、私の冒頭の挨拶とさせていただきます。 

 よろしく御審議のほどお願いいたしたいと思います。 

 

〔４．審  議〕 

 

（１）諮問事項「宮城県仙台市に所在する法務省所管宿舎敷地（引受後は財務省所管一

般会計所属普通財産）を、仙台市に対し、保育所用地として時価売払することについ

て」 
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○氏家会長 

 どうもありがとうございました。 

 それでは、早速でございますが、審議に入りたいと存じます。 

 事務局から諮問事項の説明をお願いいたします。 

 

○沼澤管財部長 

 管財部長の沼澤です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、諮問事項でございます、宮城県仙台市に所在する法務省所管宿舎敷地、こ

れを仙台市に対して保育所用地として時価売払する事案につきまして、御説明いたしま

す。 

 最初に、国有地の売却手続について御説明させていただきます。 

 国有地の売却や貸付は、公用・公共用の利用を優先する考え方を基本としつつ、速や

かに、かつ透明、公平に行うため、原則となる統一的なルールを定めております。具体

的には３カ月間、地方公共団体等からの取得要望の受付を行い、受付期間中に取得要望

がない場合には、一般競争入札により売却することとしております。当審議会において

は、地方公共団体等からの取得要望を受けた際に、面積が一定規模以上の財産について、

その適否を御審議いただくこととされております。 

 対象財産の概要につきまして御説明いたします。 

 本事案は、仙台市から保育所用地として取得したい旨の要望が出され、面積が約２，

２００平方メートルと、当審議会の付議基準に定める人口５０万人以上の都市のうち市

街化区域に所在する２，０００平方メートル以上に該当しますので、諮問するものでご

ざいます。 

 本件財産は、宮城県仙台市若林区古城三丁目に所在し、面積は約４，２００平方メー

トルございますが、仙台市からの取得要望面積はそのうち約２，２００平方メートルで

ございます。 

 現在は、法務省仙台地方検察庁の仙台古城宿舎として使用されておりますが、平成２

３年１２月１日に公表されました「国家公務員宿舎の削減計画」に基づき、平成２４年

度に廃止決定された宿舎でございます。 

 建物は、昭和４２年に完成した２棟４８戸と、昭和４５年に完成した１棟２４戸の計

３棟７２戸で、完成後４４年から４７年が経過しております。 

 現在の入居戸数は全７２戸のうち１５戸ですが、入居者に対しては平成２７年３月末

を期限とした退居要請を行っており、期限までに退居する予定となっております。  

 本件財産は、平成２７年５月を目途に東北財務局で引き受け、建物の解体撤去を実施

した後、平成２８年３月に時価売払により仙台市と売買契約を締結する予定でございま

す。 

 なお、東日本大震災からの復興のため、復興財源確保法等に基づきまして、「国家公務

員宿舎の削減計画」により廃止された宿舎跡地の売却収入は復興財源に充てることとさ

れておりまして、本件財産の売却額は東日本大震災の復興財源になります。  

 対象財産の位置ですが、ＪＲ仙台駅から南東に約３．５キロメートル、国道４号バイ
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パスに近い位置に所在しております。 

 続きまして、案内図です。対象財産は赤色の線で表示した部分でございまして、北側

は東北少年院に隣接しますが、都市計画法上の用途地域は第二種住居専用地域で、建ぺ

い率は６０％、容積率は２００％となっており、周辺は戸建て住宅や共同住宅が建ち並

ぶ住宅地区でございます。 

 なお、仙台古城宿舎３棟の配置は、御覧のように北側に１棟、南側に２棟建っており

ます。 

 航空写真で見ますと、国有地はこのようになっております。 

 国有地の南西交差点から東方向を撮影した写真でございます。南側の２棟が並んで建

っております。 

 同じく、国有地の南西交差点から北方向を撮影した写真でございます。奥に北側の１

棟が見えます。 

 続きまして、仙台市から取得要望のあった保育所の概要について御説明いたします。  

 仙台市が計画する保育所は、現在ある公立若林保育所の移設でございます。現在の若

林保育所は、国有地の西方約４００メートルに位置し、敷地面積１，３３０平方メート

ル、定員９０名、昭和４５年の開所で、老朽、狭隘化が進んでおり、また地区内の保育

需要も多いことから、仙台市では定員１３０名、最大入所人数を定員の２割増の１５６

名としまして、必要敷地面積は約２，２００平方メートルを確保できる別地に移設した

いとしているものでございます。 

 仙台市では、現在の若林保育所周辺において２，０００平方メートルを超える適地は

国有地以外にはないということから、今回の取得要望に至ったものでございます。  

 敷地の利用計画でございます。全体面積４，２８４平方メートルのうち、西側の緑色

の部分が対象財産で、約２，２００平方メートルに保育所の建物を建設する計画でござ

います。 

 仙台市においては、園舎の設計上や園児の安全面等を考慮の上、できるだけ整形の敷

地を必要としておりまして、また、保護者の送り迎え等の混雑解消、安全重視の立場か

ら、２方を道路に面した西側を要望しております。 

 なお、黄色の部分に「残地」と記載しておりますけれども、この部分については取得

要望がなかったことから、今後、一般競争入札により売却する予定でございます。  

 続いて、建物等の配置計画について御説明いたします。 

 仙台市では、今後、公募により保育所を運営する事業者を募集し、決定した事業者が

施設を整備するため、本日のスライドでお示ししました計画図は、仙台市が募集要項の

応募要件を基に想定しているものであることをあらかじめ御了承願います。 

 仙台市の想定する配置は、園舎の建築面積が７００平方メートル程度、園庭が６００

平方メートル程度、そのほかに駐車場、駐輪場、アプローチのほか、歩行者の安全確保

を目的として歩道部分を整備することを計画しております。 

 取得要望面積の約２，２００平方メートルは、最大入所数１５６名のほか、送り迎え

する保護者等の駐車スペースの確保などを基に算定した必要面積となっております。 

 本日の審議会において御了承いただくことが前提になりますが、今後の仙台市におけ

るスケジュール案について御説明いたします。 
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 仙台市では、今月の下旬に若林保育所の移設計画について、議会に説明するとともに

公表することにしております。その中で、運営形態を現在の公立から私立に移行するこ

とも説明、公表する予定です。これは、仙台市において、昭和５６年以前に建築した木

造の公立保育所の建替えに当たっては、民設民営化方式による整備を基本とするという

ことを定めた、平成１９年度策定の「公立保育所の建替え等に関するガイドライン」に

基づき、私立に移行するものでございます。 

 また、仙台市では、公表日以降に若林保育所の移設や私立への移行について、保護者

や保育所職員等関係者への説明会を行うことにしております。 

 なお、若林保育所の移設計画については、お話ししましたとおり、仙台市においてま

だ公表しておりませんので、情報の取扱いには御留意方よろしくお願いいたします。 

 本年１１月から平成２７年３月にかけて、仙台市において国有地の測量を実施し、取

得する面積を決定いたします。平成２７年３月に、仙台市において保育所を設置、運営

する社会福祉法人の事業者を募集し、同年７月に事業者を決定する予定です。仙台市で

は、平成２７年度予算において措置の上、平成２８年３月に、国有地を購入し、平成２

８年度に事業者が保育所を建設、平成２９年４月の保育所開所を目指すことになってお

ります。 

 なお、仙台市では、事業者の保育施設整備費等に対しまして、国の安心こども基金を

活用して補助金を支出する予定であるほか、取得した敷地は仙台市が事業者に有償貸付

し、以後、貸付更新を行いながら、保育所の健全な運営をサポートすることになってお

ります。 

 対象財産の処分に当たりましては、法令、通達に基づき、仙台市に対して随意契約に

より時価売払することになっております。また、売払価格の算定につきましては、民間

の不動産鑑定士に依頼し決定することにしております。 

 平成２５年４月に国で発表した「待機児童解消加速化プラン」において、国有地を活

用した保育所整備が示されたことから、財務省としましても、地方公共団体等に対する

優先的売却や定期借地制度を用いた国有地の貸付を積極的に行っているところでござい

ます。 

 東北財務局といたしましても、仙台市に対し本財産を売払することにより、待機児童

解消の一助となり、地域や社会のニーズに対応した国有地の有効活用が図られるものと

考えているところでございます。 

 以上をもちまして、諮問事項につきましての御説明を終了させていただきます。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 

○氏家会長 

 どうもありがとうございました。 

 ただいま説明があったわけでございますけれども、皆様方から御意見あるいは御質問

等ございましたらお出しいただきたいと思います。ございませんでしょうか。 

 私から印象を申し上げます。結構スケジュールがゆったりしているな、保育所の事情

からしますと、これは仙台市のほうの事情でしょうけれども、本当に必要な土地で、保

育所にしたいと御希望なら、もう少しスピードアップしてもよさそうなお話だなと思っ
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て聞いていたのですけれども。 

 

○沼澤管財部長 

 確かに長い期間がかかるということはありますけれども、ただ、「国家公務員宿舎の削

減計画」により廃止する宿舎には、今、入居者がいるということ、それから建物を取り

壊して、更地でお渡しするということ、そういったことである程度期間が必要になって

くるということでございます。大変申し訳ありませんが、よろしくお願いします。 

 

○氏家会長 

 ありがとうございます。 

 皆様から御意見等ございませんでしょうか。どうぞ、山田さん。 

 

○山田委員 

 全くこの件については異議ございません。 

 ちょっと違う側面になるかと思うのですけれども、この残地についてお尋ねなんです

が、これは更地のままになるという理解でよろしゅうございますでしょうか。 

 

○沼澤管財部長 

 ３棟の建物を取り壊ししますので、更地の状態という形になります。面積的にはある

のですけれども、若干不整形になりますので、利用計画はある程度限られるとは思いま

す。 

 

○山田委員 

 先ほどの御説明ですと、また入札にかかるということですが、隣が保育園ということ

で、残地の活用というのはどういうふうな方向になるのか。こればっかりはどなたが入

札されるかということにもよろうかと思うのですが。 

 

○沼澤管財部長 

 この地域は、残地も含めまして第二種住居専用地域に指定されております。ですから、

風俗営業や工場などは建てられないということになっております。また、国有地の入札

に対しては、落札者は暴力団関係者とかは排除されておりますので、残地を一般業者に

売り払っても、不適切な利用にはならないと考えております。 

 

○山田委員 

 ありがとうございます。隣が保育所ということでしたから、気になっておりました。 

 

○氏家会長 

 どうもありがとうございます。 

 ほかにはいかがでございましょうか。どうぞ。 
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○和合委員 

 売却については反対とかそういうことではないのですけれども、ただ、住環境とかい

った場合に保育所用地の隣が少年院になっておりますことから、ここを取得して保育所

となるときに、近隣の方たちとか、そこにお預けするお母さん方ですとか、まだ確定は

していないのでしょうけれども、そういう問題とかは出ないのでしょうか。 

 

○沼澤管財部長 

 仙台市では、これから行う説明会等において十分に説明しますと言っています。少年

院が隣にあるというので、私も現地を見させてもらったのですけれども、少年院と国有

地の間は少年院の事務棟で遮断されております。高い塀で全部区切られていますので、

この保育所用地にはまず入ってこられないという確実性があります。それから、この古

城地域には古城小学校があって、その古城小学校にすぐ隣接して拘置所とか刑務所があ

ます。今までも古城小学校があって、何ら問題も生じていないということもありまして、

付近住民もそういう住環境的にも慣れていらっしゃるし、今の若林保育所に入所されて

いる児童の保護者にはこの少年院の関係者もいらっしゃるという話もありますので、そ

ういった意味での懸念はないものかなと思っております。 

 

○和合委員 

 わかりました。 

 

○氏家会長 

 どうぞ。 

 

○須藤委員 

 私も売却する相手方とか利用目的については大変賛成です。ちょっと懸念があったの

はそういった少年院とかそういうのがあるのですけれども、ただ、今まであった場所と

比べますと、道路も広いですし、また、バックして歩道も付けられるようですから、こ

こに通われる方にとってはかなり利便性が良くなるのではないかなというふうに感じま

した。以上です。 

 

○氏家会長 

 ありがとうございました。 

 どうぞ。 

 

○大友委員 

 仙台市に売却した後に、公営から私立に経営者が変わるということですが、これまで

も例えばそういう形で公営の保育所が私立になったケースで、仙台市が委託したような、

そういう十分な保育所施設がつくられているのでしょうか。 

 それから、公営から私立になることで利用者の不便はないのでしょうか。 

 あと、そこで働いている保育士さんたちの身分がどうなるのかなと。売却については
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反対ではないのですけれども、説明会で知らされる方々がどういうイメージを持つかと

いう、同じ市民的な目でちょっと疑問に思ったので、何かお分かりになることがあった

らお願いします。 

 

○沼澤管財部長 

 当事者は仙台市ですけれども、若林保育所と同様な事例は、公立から私立へというこ

とで、八木山保育所とか将監保育所が実際に計画されて、２８年４月から私立の保育所

として開所ということで準備が進められております。 

 職員の関係は、これから決定する社会福祉法人の事業者がどのような形で運営するか

ということもございますので、仙台市とその事業者との間で調整するということを聞い

ております。 

 

○氏家会長 

 ありがとうございます。 

 それでは、いかがでございますか。そろそろお諮りをしたいと思いますが、よろしゅ

うございますか。御意見なければ、原案どおりに決定いたしたいと存じますけれども、

よろしゅうございますでしょうか。（「異議なし」の声あり） 

 ありがとうございます。それでは、原案どおりということに決定いたします。 

 以上で本日予定された議題、審議事項は終了いたしてございます。 

 なお、議事録でございますが、事前に皆様に御確認いただきました上で、東北財務局

のホームページで公開することとなりますので、どうぞ御了解いただきたいと存じます。 

 それでは、事務局からほかに何かございますでしょうか。 

 

○沼澤管財部長 

 御答申いただきまして、ありがとうございました。 

 改めてお願い事ですけれども、仙台市では今月下旬に議会に説明し、公表しますとな

っております。情報の取扱い方、よろしくお願いいたします。 

 それでは、せっかくの機会ですので、最近の動きにつきまして、東北財務局としては

初めてとなる地方公共団体への定期借地による事例と、それから東日本大震災以降、毎

年取りまとめております不動産の市場動向調査について、管財部次長の行木より御説明

させていただきます。よろしくお願いします。 

 

〔以下、「定期借地及び東北管内における東日本大震災後の不動産市場の動向について説

明（略）」〕 

 

○沼澤管財部長 

 最近の動きとしましては、以上でございます。参考としてお話しさせていただきまし

たので、議事録には載りませんので御了解願います。 

 事務局からは以上でございます。 
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○氏家会長 

 ありがとうございました。 

 それでは、榎本局長から何かございましたら、どうぞお願いいたします。 

 

○榎本財務局長 

 今の説明に対しても質問とか御意見とかがあれば、ぜひお願いしたいと思います。 

 

〔以下、質疑応答（略）〕 

 

○榎本財務局長 

 ありがとうございました。私、今の説明にありました待機児童数が全国で一番多いと

された東京の世田谷区に住んでいるのですけれども、人口は増えているんですね、若い

家族が増えているということで、恐らく日本全国の自治体が待機児童ゼロを目指して、

いろんな施策をしているところだと思います。なかなか施設をつくるということが自治

体によっては厳しいところもありますので、それぞれが取り組んでいますけれども、す

ぐにはゼロにできないという状況で、このあたりは今お話もありましたけれども、国と

しても、我々は国有財産というものを管理していますので、その有効活用を図りますけ

れども、国全体としても待機児童ゼロを目指して、いろんな自治体の支援をしていくと

いうことだと思います。なかなか時間のかかる問題だと思います。 

 

○氏家会長 

 よろしゅうございますか。ほかに御質問等ございませんですか。 

 

〔５．閉  会〕 

 

○氏家会長 

 それでは、以上をもちまして第１０１回国有財産東北地方審議会を終了とさせていた

だきます。 

 御協力、どうもありがとうございました。 


